
 

 

 

2022 年 11 月 29 日 

各      位 

会 社 名   株式会社 AKIBA ホールディングス 

代表者名   代表取締役社長  馬場 正身 

（東証スタンダード・コード番号  6840） 

問合せ先   取締役管理本部長 五十嵐 英 

（TEL．03-3541-5068） 

 

子会社による株式取得（孫会社化）に関するお知らせ 

 

 当社の子会社である株式会社バディネット（以下「バディネット」といいます）は、2022 年 11 月 29

日開催の取締役会において、株式会社リーバン（以下「リーバン」といいます）の株式を取得し、同社

を子会社化すること（以下「本件子会社化」といいます。当社から見ると孫会社にあたります）につい

て決議し、リーバンの株主との間で株式譲渡契約書を締結いたしましたので、以下のとおりお知らせい

たします。 

 

記 

 

１． 株式の取得の理由等 

当社グループは、メモリ製品その他電子部品・電子機器等の開発・製造・販売事業を行ってまい

りましたが、安定的な成長を可能とする事業基盤の構築と新たな収益源の獲得を目指し、メモリ製

品製造販売事業に加え、通信コンサルティング事業、HPC事業並びに旅館事業に進出し、事業の多

角化と各事業間のシナジーを追求してまいりました。 

その中で、バディネットが手掛ける通信建設工事の領域においては、内閣府が提唱する

Society5.0 の実現に向け５G のインフラ整備が推進されたことに加え、コロナ禍を契機とした DX

化の遅れと必要性が強く認識されたことで、企業及び政府による DX に関する取組みが強化され、

各種通信設備の導入が加速いたしました。 

５G／IoT 時代のインフラ構築の最大の壁はコストであり、このコストを徹底的に下げることが

可能なバディネットの『通信建設テック®』の注目度と評価が業界内で非常に高く、通信キャリア、

ローカル５G 事業者、各種 IoT サービス事業者やメーカーからの引き合いが急速に増えております。 

このような状況下で、需要旺盛な通信建設事業のリソース拡充、現場力強化、拠点の増加を目的

に、全国各地の電気通信工事会社との資本・業務提携や M&A を計画しておりました。本件子会社

化は、その計画における中国エリアでの実行であり、加えて従来バディネットに無かった通信土木

工事のノウハウを獲得することを目的としております。 

リーバンは島根に本社を置きながら、中国エリア全域の工事に対応でき、①折衝・コンサルティ

ング、②設計、③工事（通信土木、電気通信設備）、④保守・保全まで自社で一貫して対応できる

ことに強みがあります。特に、自社で通信土木工事まで対応できる重機・設備やノウハウを持って

いる通信建設工事会社は、全国でも数少なく非常に貴重な存在であります。 

これらリーバンの強みと、バディネットの『通信建設テック®』を掛け合わせることで、現在の

旺盛な需要に応えられる体制強化と、今までの工事領域を超えた対応が可能となります。 

今後も全国での資本・業務提携や M&A を順次進め、全国各地の自社ネットワークで今後の社会

の要請である「すべてのモノが繋がる社会」の実現を目指してまいります。  
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２． 株式を取得する当該子会社の概要 

（１） 名 称 株式会社バディネット 

（２） 所 在 地 東京都中央区新富一丁目 18 番１号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長  堀 礼一郎 

（４） 事 業 内 容 
通信建設工事事業、コンタクトセンター事業、BPO事業、通信コン

サルティング事業、人材派遣・人材紹介事業、開発事業 

（５） 資 本 金 100 百万円 

 

３． 異動する子会社（リーバン）の概要 

（１） 名 称 株式会社リーバン 

（２） 所 在 地 島根県出雲市斐川町出西 1777 番地９ 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役  大谷 訓 

（４） 事 業 内 容 携帯電話の基地局工事を中心とした工事事業 

（５） 資 本 金 150 万円 

（６） 設 立 年 月 日 2006 年 11 月 14 日 

（７） 大株主及び持株比率 大谷 訓  100％ 

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

関 連 当 事 者 へ の 

該 当 状 況 
該当事項はありません。 

（９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

決算期 2020 年９月期 2021 年９月期 2022 年９月期 

 純 資 産 139,120 千円 201,542 千円 267,608 千円 

 総 資 産 441,961 千円 536,304 千円 533,220 千円 

 １ 株 当 た り 純 資 産 927,469.40 円 1,343,616.68 円 1,784,054.50 円 

 売 上 高 887,270 千円 731,222 千円 624,310 千円 

 営 業 利 益 88,202 千円 101,010 千円 93,558 千円 

 経 常 利 益 91,664 千円 103,625 千円 100,653 千円 

 当 期 純 利 益 58,879 千円 67,672 千円 70,065 千円 

 １ 株 当 た り 当 期 純 利 益 392,532.54 円 451,147.28 円 467,104.48 円 

 １ 株 当 た り 配 当 金 ― ― ― 

 

４． 株式取得の相手先の概要 

（１） 氏 名 大谷 訓（株式会社リーバン 代表取締役） 

（２） 住 所 島根県出雲市 

（３） 
上 場 会 社 と 

当 該 個 人 の 関 係 

当社と当該個人及びその近親者との間には、記載すべき資本関

係・人的関係・取引関係はありません。また、当社の関係者及

び関係会社と当該個人並びに当該個人の関係者の間には、特筆

すべき資本関係・人的関係・取引関係はありません。 
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５． 取得株式数、取得価額及び取得前後の所有株式の状況 

（１） 異動前の所有株式数 

０株 

（議決権の数：０個） 

（議決権所有割合：０％） 

（２） 取 得 株 式 数 
150 株 

（議決権の数：150 個） 

（３） 取 得 価 額 
461 百万円 

上記はアドバイザリー費用を含みます。 

（４） 異動後の所有株式数 

150 株 

（議決権の数：150 個） 

（議決権所有割合：100％） 

 

６． 日 程 

取 締 役 会 決 議 日 2022 年 11 月 29 日 

株 式 譲 渡 契 約 締 結 日 2022 年 11 月 29 日 

株 式 取 得 日 2022 年 11 月 30 日 

 

７． リーバンの役員の異動について 

 リーバンの役員体制は、株式取得日後、下記の異動を予定しております。バディネットの役員が

リーバンの役員を兼任し、業務執行において連動性を高めるとともに、当社及び他の子会社からも

役員を派遣し、統制機能を強化してまいります。 

 役 職 氏 名 備 考 

 代表取締役社長 大谷 訓  

 取締役 藤井 宏  

 取締役 影山 秀史  

 取締役 川瀬 瞳  

（新任） 取締役 堀 礼一郎 

株式会社 AKIBA ホールディングス 

代表取締役副社長兼経営戦略本部長 

株式会社バディネット 代表取締役社長 

（新任） 取締役 堤 誠治 
株式会社バディネット 

代表取締役副社長 

（新任） 取締役 五十嵐 英 
株式会社 AKIBA ホールディングス 

取締役管理本部長 

（新任） 取締役 冨山 理布 
株式会社 AKIBA ホールディングス 

取締役管理本部副本部長 

（新任） 取締役 下津 弘享 株式会社アドテック 代表取締役社長 

（新任） 監査役 内藤城次郎 
株式会社 AKIBA ホールディングス 

常勤監査役 

 

８． 今後の見通し及び業績に与える影響 

リーバンは、当社の子会社となるため連結対象会社となりますが、連結対象期間が 2023年１月か

ら３月までの３ヵ月分の業績であることから、リーバン個別の業績が 2023年３月期の連結業績に与

える影響は軽微であります。 

以  上 


